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予算総額 183億8,037万9千円

健康保険料率 80／1000（現行どおり）

１. ジェネリック医薬品の利用促進
…�ジェネリック医薬品を使用したことのない加入者か
ら順次利用促進通知を発送。

２. 医療費事務手数料の削減
…調剤レセプトの直接審査・支払いの認知度向上を図る。

３. 柔道整復療養費の削減
…�柔道整復師への正しいかかり方（保険証が使用可能
な範囲等）を徹底。

４. 重複受診・頻回受診への啓蒙・指導
…�重複受診・頻回受診に対する加入者の正しい理解を
図る。

５. 被扶養者資格確認調査
…�2015年度は日本アイ・ビー・エムグループ関連会
社の社員を対象に実施。

１. データヘルス計画の立案と実行
◦費用対効果の観点から各プログラムを見直し
◦事業を分析・評価し、効果を把握

２. 特定健診・特定保健指導の定着と推進
◦第二期特定健診等実施計画の作成・実施
◦会社（事業主）との協業推進（定期健康診断委託業務）
◦�被扶養者の健診受診率の向上（健診業者を被保険者
と一元化）

◦�効果的・効率的な保健指導の推進（心疾患重症化予
防プログラムを新設）

３. 情報システムの活用および改修
◦法改正への対応
◦SS21の改修
◦補助金システム（iKENPOS）の改修

重点をおいて実施する適用・給付事業

重点をおいて実施する保健事業

◦ 2015 年度の事業計画◦
　適用・給付事業では、引き続きジェネリック医薬品の

利用促進、調剤レセプトの直接審査・支払い、柔道整復

療養費削減、重複受診・頻回受診の改善指導、被扶養者

資格確認などを行い、医療費の適正化に努めてまいりま

す。また保健事業では、新たにスタートするデータヘル

ス計画に基づき、特定健診・特定保健指導の受診促進な

らびに費用対効果を重視した疾病予防を中心とした施策

を進めてまいります。それらの内容は次のとおりです。

IBM レポート

2015年度事業計画・
予算をお知らせします

保険料収入減に対し医療費および納付金は増大、一転して赤字の予算に
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→2～3頁も
　ご覧ください。総報酬割

について
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被保険者一人当たりでみると…被保険者一人当たりでみると…

収入（百万円）

保険料

その他経常収入

経常収入合計

その他

収入総額

保険給付費

納付金

保健事業費

その他経常支出

経常支出合計

予備費

その他

支出総額

10,007

5,774

1,384

377

17,542

522

316

18,380

54.5％

31.4％

7.5％

2.1％

95.5％

2.8％

1.7％

100.0％

支出（百万円）

●2015年度収支予算の概要

介護保険（保険料率10／1000）

介護保険収入

繰入金

雑収入

合　計

◦収入（百万円）
1,394

196

1

1,591

介護納付金

介護保険料還付金

予備費

合　計

1,544

3

44

1,591

◦支出（百万円） ●介護保険の運営主体は市町村（東京特別区を含む）です。健保組合は介護保険料を
徴収し、介護納付金として国に納める役目を負っています。介護納付金の額は、毎
年度国から通知されます。

●健保組合加入者で介護保険料を納めるのは、40歳以上65歳未満の被保険者です。
介護保険料率は10／1000、会社と折半（5／1000ずつ）で負担しています。

● 65歳以上の被保険者は市町村による案内に則って納付します。

介護保険のポイント！

16,914

297

17,211

1,169

18,380

前年度比
－2.1％ 前年度比

＋2.9％

前年度比
＋2.5％

一人当たり

635千円

保険給付費

346千円
みなさまが保険証
を提示して受けた
医療に対する費用
の支払いです。そ
のほか、出産・死
亡時の給付も行い
ます。

納付金

199千円
国の高齢者医療制
度へ拠出する負担
金です。

健診・特定保健指導な
どの疾病予防事業をは
じめとする、みなさま
の健康づくりをサポー
トする費用です。

保健事業費48千円

事務費、営繕費などです。

その他24千円不測の事態に備える
ための費用です。

予備費18千円

みなさまから
納めていただく保険料は
こう使われます

みなさまから
納めていただく保険料は
こう使われます

義務的支出の保険
給付費と納付金に
保険料の93.3％が
使われます

◦経常収支で約 332 百万円の赤字

◦保険給付費が保険料収入に占める割合 59.2％

◦納付金が保険料収入に占める割合 34.1％


